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市民相談会を伊藤あゆみ事務所で開催いたします。
詳しい内容は、次回の政策リポートでお知らせいたします。

お知らせ

　日野市議会議員の伊藤あゆみです。
　２月の日野市議会選挙におきまして、2120票12位の成績で皆様に市政へお
送りいただき、早３ヶ月が経ちました。（公職選挙法により当選後、御礼の挨
拶などは禁止されています）
この間、市政では民生文教委員会・一般会計予算特別委員会・議会運営委員会
に所属、また国民健康保険運営協議会委員に就任いたしました。
　令和４年度第１回定例会においては、伊藤あゆみの選挙公約に掲げておりました
妊娠前からの子育て支援をはじめ、子宮頸がんワクチン接種について・がん検診の
受診率向上への取組みなどを一般質問し、公約実現に向け一歩を踏み出しました。
　皆様からの負託にひとつでも多くお答えすることができるように、今後も市
民の皆様の声や願いに耳を傾け、解決に向けて共に学び歩んで行く所存です。
そして、声をあげれば自分の思いも市政に反映されるとい
う実感の持てる日野市に向け、一人ひとりの幸せを奏でら
れる日野（まち）づくりを皆様と共に手がけて参ります。
現在、市民の皆様の相談窓口開設の準備を進めております。
引き続き、伊藤あゆみへとご意見・ご要望をお寄せくださ
い。

しみを経験させたくない」その思いで、今回再
開されますHPVワクチン接種を勧奨しています。
対象者の皆様には、行政からきた通知に目を通
し「利益とリスク」を比較考量しご家族で話し
あった上で判断してください。
日野市には、不安な事があれば個別対応で丁寧
に心に寄り添った対応をお願いしました。
また現在、三多摩にはHPVワクチン接種後の協
力医療機関がありません。
万が一、体調に変化があった場合、身近な三多
摩の医療機関ですぐに受診できることはとても
大切なことです。
私も市政・都政・国政と連携しながら、三多摩
地域に協力医療機関を設置できるように取り組
んでまいります。

３ 健康を守り未来を歩めるまちに向かって
健康を守り未来を歩むために大切なことは、自
分の体と向き合うことである。
日野市では、がん検診に対し様々な取組みを行
い受診率の向上を図っているが、市民の声はそ
こに反映されているのだろうか。
がん検診に腫瘍マーカーを導入して欲しいとい
う要望があり、私も前向きに検討するべきと考
えるが、日野市の見解を問う。

＜答弁＞
国立がんセンターによると、腫瘍マーカー検査
は血液や尿などの体液の成分を測定して行うた

め、身体への負担がほとんどない検査であるが、
癌があっても値が高くならないこと、癌とは無
関係に高い値になることもあるため、検査のひ
とつとして画像検査結果などと併せて、医師が
総合判断するとされている。
この見解や国の指針に示されていないことから、
市のがん検診に腫瘍マーカー検査を取り入れる
事は現段階で難しい。
今後も国の動向を注視し、がん検診を推進して
いく考えである。

　　　あゆみの目線
私が子宮頸がんを早期に発見できたのは、
がん検診を受けていたからです。
検診は自分の体と向き合う大切な機会です。
日野市においても、様々な取組みでがん
検診の受診率向上にむけ努力をしており
ます。
ご自宅に通知が届いた際には、ぜひ目を
通していただき検診にお出かけください。
また、腫瘍マーカーをはじめ、多くの課
題を市民の皆様から頂いております。
今後も、国や他市の情報を収集しながら、
市民の皆様のニーズにあったがん検診の
実現に向け、市に要望してまいります。

＊一般質問の詳しい内容は、日野市議会イン
ターネット中継をご覧ください。
　（約45分間の質疑です）
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ウクライナ人道支援募金活動▶

▲皆様の声を市政に届けます ▲片山さつき参議院議員と ▲自民党女性局
　自見はなこ参議院議員と

▲信じよう！
　私たちのちから


